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v
a
n
s
，
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c
o
u
n
t
i
n
g
 P
r
o
b
l
e
m
s
 in m
e
a
s
u
r
i
n
g
 Peτ-
f
o
r
m
a
n
c
e
 b
y
 Organizational 
U
n
i
t
s
，
 N
.
 A
.
 C. A
.
 
Bulletin
，
 Au
g
u
s
t
 
1955; 
F. L. 
H
e
u
s
e
r
，
 Or
g
a
n
i
z
i
n
g
 for 
Effecti ve 
Intra-
C
o
m
p
a
n
y
 Pricing
，
 N
.
 A
.
 C. A
.
 
Bulletin
，
 M
a
y
 1956; 
W
.
 E. 
S
t
o
n
e
，
 I
n
t
r
a
c
o
m
p
a
n
y
 
Pricing
，
 tne 
A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 R
e
v
i
e
w，
 
O
c
t
o
b
e
r
 
1956; 
L. S. 
G
u
時
t，
Jr.
，
 M
a
n
a
g
e
m
町
1
t
Aspects 
of 
I
n
t
r
a
-
C
o
m
p
a
n
y
 Pricing
，
 A
t¥
I
A
，
 Ma
n
a
g
e
m
e
n
t
 P
ピ
]
川
rt
0[0.17. 
主判~，....)\-'
r
惑
険
医
患
岡
崎
出
量
虐
J
~
4
占
拠
州
掛
か
""，.p
Q
 0
 
.T. 
Hirshleifer，
 O
n
 the 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of 
T
r
a
n
s
f
e
r
 
Pricing
，
 Th
e
 J
o
u
r
n
a
l
 of 
Business
，
 ¥'01. 
XXIX
，
 No
.
 3
 (1956) 
(
~
ト
T
r
­
ansfer 
P
r
i
c
i
n
g
~
~
令
)
;
 ditto
，
 Ec
o
n
o
m
i
c
s
 of 
the 
Division'uized 
F
i
r
m
，
 T
h
e
 Journal 
of 
Business
，
 ¥'0
1. 
XXX
，
 No
.
 2
 
(
1
9
5
7
)
(
~
ト
Divisionaliz町
1
F
i
r
m
孔
j笹
←
)
;
 P. W
.
 C
o
o
k
，. 
Jr.
，
 N
e
w
 T
e
c
h
n
i
q
u
e
 for 
T
n
t
r
a
-
C
o
m
p
a
n
y
 Pricin宮，
H
B
R
，
 ¥'0
1. 
35
，
 N
o
.
 4
 (1957) 
(
ぢ
ド
-
:
¥
c
w
 T
e
c
h
n
i
q
u
c
 -
\
!
~
←
)
 
H
.
 
B
i
e
r
m
a
n
，
 Jr.
，
 Pricing 
I
n
t
r
a
c
o
m
p
a
n
y
 
Transfers，
 the 
A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 
Re¥'iew
，
 Ju
l
y
 1
9
5
9
町
A
.
R. 
D
r
e
b
i
n
，
 A
 Proposal 
for 
D
u
a
l
 Pricing 
of 
T
n
t
r
a
-
C
o
m
p
a
n
y
 Transfers
，
 N
.
 A
.
 A
.
 
Bulletin
，
 Fe
-
氏
当
選
事
-
'
J
ム
1]'¥
¥
 l¥ 
]'¥ 
t---
-
.
 '1¥ 
1]'¥
ヤ
尺
共]占ユ
分
権
制
と
ト
ラ
シ
ス
プ
ア
l
・
プ
ラ
イ
ス
七
八
r
H
E日
吋
一
可
H
m
w
印
巳
・
制
そ
の
他
の
方
式
を
主
張
す
る
も
の
。
九戸・ロ・
ω
m
n
(ア
ロ
2
2守
色
白
山
口
出
〉
ロ
S
E
E
-コm
ざ
ロ
Z
E
Cロ
P
E
C
Dと
司
巳
円
一
口
ね
w
出
切
岡
山
、
〈
c-・
ω
~
r
Z
0・
H
p
g
g
-
(
9
)
因
み
に
、
し
ば
し
ば
分
権
制
の
共
型
と
し
て
一
亦
さ
れ
る
G
-
M
社
の
分
権
制
に
お
け
る
部
門
成
果
の
評
価
基
熊
は
、
と
の
よ
ろ
々
分
権
制
の
歴
史
的
性
格
の
表
現
と
し
て
?
治
共
型
的
で
あ
る
o
す
な
わ
ち
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
G
-
M
社
の
分
権
側
に
お
い
て
は
、
単
に
企
業
家
的
梢
神
の
喚
起
と
い
う
よ
う
な
経
営
者
の
善
意
R
C
O
L
d
-
z
)
に
の
み
依
存
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
基
準
価
格
制
守
君
。
王
山
口
E
m
)
と
競
争
的
市
場
占
有
山
氏
(
8
2町立
E
2
5
2
r
o
H
匂
S
E
Cろ
と
い
う
二
つ
の
一
客
観
的
基
準
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
o
そ
の
詳
細
な
内
容
を
鋭
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
基
準
価
格
制
は
企
業
全
体
な
ら
び
に
各
部
門
の
生
産
者
と
し
て
の
業
績
の
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
景
気
変
動
や
伺
格
水
準
の
変
化
な
ど
に
も
と
づ
く
偶
然
的
か
っ
一
時
的
な
諸
要
国
を
排
除
し
て
業
績
評
価
の
基
添
と
す
る
と
と
も
に
、
経
営
政
策
決
定
の
基
準
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
競
争
的
市
場
占
有
度
は
各
部
門
の
販
売
者
と
し
て
の
業
編
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
単
に
販
売
高
に
よ
る
の
で
は
な
く
各
部
門
の
商
品
の
市
場
に
占
め
る
地
位
、
が
上
昇
し
た
か
下
降
し
た
か
の
分
析
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
ニ
で
も
景
気
変
動
等
の
外
部
的
要
因
を
排
除
す
る
こ
と
を
期
し
て
、
市
場
支
配
力
の
増
大
を
も
っ
て
業
績
評
価
の
誌
準
と
L
℃
い
る
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
経
済
休
制
へ
の
挑
戦
を
意
凶
し
て
い
た
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、
分
権
制
に
お
け
る
企
業
家
精
神
の
喚
起
と
、
こ
れ
ら
の
ご
つ
の
基
準
に
よ
る
各
部
門
の
利
益
評
価
と
か
ら
な
る
資
本
主
義
的
企
業
が
、
社
会
主
義
的
企
業
体
制
に
優
越
す
る
と
と
を
力
説
し
て
い
た
が
、
ザ
て
れ
ば
と
も
あ
れ
、
G
-
M
社
に
お
け
る
部
門
利
益
評
価
の
た
め
の
こ
の
こ
つ
の
基
準
が
、
激
化
し
て
ゆ
く
競
争
と
深
ま
わ
ゆ
く
不
況
の
対
応
策
と
し
て
の
分
権
制
の
性
格
な
如
実
に
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
i
句
・
明
・
ロ
E
n
r♂
?
戸
口
名
門
主
チ
α
の
C
G
G
E
t
-
P
H
U
ι
品
、
吉
・
2
t苫
戸
ロ
ハ
山
口
日
t
H
N日
・
占
部
部
美
日
号
業
部
制
十
」
近
代
経
営
』
二
ハ
二
t
一
六
四
頁
c
拙
稿
・
前
掲
論
文
、
五
二
頁
。 2
・〉・
(U・
〉
・
岡
山
三
-2百
M
〉
ch山口印門
HUU日u
』
orロ
ロ
g
E。P
P
M円。
E
2
h
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
諸
決
定
方
式
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
。
フ
ラ
イ
ス
に
関
す
る
論
議
に
移
る
ま
え
に
、
ま
ず
各
企
業
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
ス
の
決
定
方
式
の
実
態
か
ら
み
て
い
こ
う
o
そ
の
実
態
は
、
前
述
の
N
・
A
・
c
-
A
の
調
査
報
告
を
は
じ
め
と
し
て
、
幾
多
の
(
1
)
 
論
文
に
お
い
て
明
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
要
約
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
四
つ
の
方
式
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
(
2
)
 
ω市
場
基
準
価
格
(
5
2
r
2
E
8
L
胃
5
)
も
し
く
は
競
争
的
商
議
価
格
(
口
C
B
胃
去
守
町
口
語
C
己
主
丘
官
庁
内
)
制
限
界
原
価
(
B良
市
山
吉
田
-
2
5
)
も
し
く
は
変
動
原
価
令
日
E
E
m
n
g
Z
)
(
3
)
 
倒
総
原
価
プ
ラ
ス
適
正
利
益
Q
L
8
2
1
5
)
ω売
価
還
元
(
g
-
g
E
E∞)
と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
諸
方
式
の
う
ち
の
い
ず
れ
を
適
正
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
。
フ
ラ
イ
ス
と
し
て
選
択
す
る
か
は
、
実
際
上
得
ら
(
4
)
(
5
)
 
れ
る
情
報
な
ら
び
に
報
告
の
入
手
の
難
易
と
か
、
分
権
制
に
よ
っ
て
達
成
す
べ
き
経
営
上
の
諸
目
的
と
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
前
記
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
論
議
の
過
程
で
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
競
争
的
な
市
場
基
準
価
格
方
式
も
し
く
は
限
界
原
価
方
式
の
い
ず
れ
か
が
、
最
適
な
方
式
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
唱
導
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
。
フ
ラ
イ
ス
に
関
す
る
論
議
の
過
程
で
確
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
右
の
諸
方
法
の
特
質
を
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
(
1
)
Q
-
b・
巧
・
。
c
c
F
』
グ
ロ
2
8可
と
E
t
c
p
宅-∞∞
t
缶
、
』
・
ロ
E
P
8・n
p
z
宅
-
g
tコ
一
〉
-m-
円)円。
z
p
c℃・ロピ
J
℃・日
u
p
u
z.】出
2
5
5
f
L「円
J
。℃・
2
F
℃
-
b
oロ
.
(
2
)
市
場
価
格
は
N
・
A
・
c
-
A
の
調
査
報
告
な
ら
び
に
P
-
w
・
ク
ッ
ク
が
理
想
的
方
式
と
し
て
明
日
導
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
競
争
的
商
議
価
格
は
J
・
デ
ィ
l
γ
等
、
が
推
奨
し
て
い
る
方
式
で
あ
る
o
両
者
は
必
ず
し
も
王
確
に
は
同
一
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
の
で
、
あ
え
て
同
じ
方
式
と
し
て
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
|
門
戸
地
戸
当
・
ゎ
gru
守
-
M
U
R
B
E
-
5
5
P
℃・
8
一』・
り
ぬ
山
口
w
。℃・ロュ
-
u
H
V
・∞
同・
(
3
)
原
価
を
も
っ
て
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
決
定
の
方
式
と
す
る
も
の
に
は
、
こ
の
総
原
価
プ
ラ
ス
適
正
利
益
を
基
準
と
す
る
も
の
と
、
単
分
権
制
と
ト
ラ
γ
ス
フ
ァ
l
・
プ
ラ
イ
ス
七
プL
分
権
制
と
ト
ヲ
ソ
ス
フ
ア
1
・
プ
ラ
イ
ス
八
0 
に
原
価
の
み
を
も
っ
て
す
る
も
の
と
が
あ
る
」
(
4
)
例
え
ば
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
を
決
定
す
べ
き
中
閣
生
産
物
が
特
殊
々
も
の
で
あ
っ
て
、
外
部
市
場
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
そ
の
類
似
品
さ
え
も
外
部
市
場
に
な
い
場
合
に
は
市
場
基
準
価
格
以
外
の
他
の
方
式
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
o
(
5
)
例
え
ば
、
各
部
門
が
競
争
的
水
準
で
能
率
を
あ
げ
て
い
る
か
否
か
を
測
定
・
評
価
す
る
場
合
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
。
フ
ラ
イ
ス
と
、
諸
政
策
決
定
ゆ
場
合
の
ト
一
フ
ソ
ス
プ
ァ
l
・
プ
ラ
イ
ス
と
で
ほ
別
個
の
基
準
を
も
っ
て
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
l
n
h
J
F
巴
2
5
g
u
』
了
。
?
巳
f
ヲヘ日ωω一ト『・ロ
g
H
L
2
Y
C
H
r
a
p
W
H
Y
-
N
o
h
-
市
場
基
準
価
格
競
争
的
商
議
価
格
こ
の
市
場
基
準
価
格
に
お
い
て
は
、
部
門
間
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
な
ら
び
に
そ
の
価
格
は
、
他
の
企
業
と
の
外
部
取
引
の
際
に
用
い
ら
れ
る
価
格
決
定
方
式
に
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、
各
部
門
は
一
応
は
「
忌
避
宣
言
権
」
(
子
巾
巴
m
Z
丘
ロ
色
目
g
gる
を
与
え
ら
れ
℃
外
部
市
場
と
接
触
し
う
る
条
件
の
も
と
に
お
か
れ
、
外
部
市
場
の
競
争
的
価
格
を
ぷ
準
と
し
た
部
門
相
互
悶
の
商
議
に
よ
っ
て
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
と
内
部
取
引
の
総
領
の
決
定
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
方
式
の
も
と
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
に
対
す
る
部
門
損
益
計
算
上
の
単
な
る
、
決
算
数
値
と
し
て
市
場
価
格
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
財
貨
の
社
内
調
達
が
企
業
全
体
の
利
益
を
増
大
す
る
な
ら
ば
そ
れ
を
促
進
し
、
逆
に
そ
れ
を
減
少
せ
し
め
る
(
6
)
 
な
ら
ぽ
そ
れ
を
阻
止
し
う
る
よ
う
な
一
種
の
管
理
価
俗
と
し
て
、
市
場
価
格
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
市
場
基
準
価
格
方
式
は、
N
-
A
・
c
-
A
の
調
査
等
に
よ
れ
ば
、
企
業
に
お
い
て
実
際
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
万
訟
で
あ
る
と
い
わ
れ
τお
り
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
各
部
門
の
一
自
立
性
を
保
証
す
る
と
と
も
に
競
争
市
場
と
い
う
客
観
的
な
基
準
の
評
価
を
う
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
理
想
的
な
方
式
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
(
6
)
 
(
7
)
 
(以
J
H
J
J
4
・(リ
COH州
、
一
『
口
、
り
め
口
。
ロ
可
丘
町
三
円
c
p
H
Y
∞
∞
一
』
・
ロ
g
p
c
℃・ロ
-
F
W
H
U
・品市立-
c
r
z・〉
-n・
〉
ご
り
5
m
g
y
H
Y
巴
ω日『・，〉
-
F
U
B
E戸
C
ヲ口
-pw
ち・日ω・
E 
限
界
原
価
l
変
動
も
し
く
は
直
接
原
価
(
8
)
 
こ
の
方
式
は
、
あ
る
論
者
に
よ
っ
て
は
市
場
基
準
価
格
に
つ
い
で
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
は
市
場
基
準
価
格
に
対
す
る
批
判
と
し
て
唱
導
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
場
基
準
価
格
は
完
全
競
争
と
設
備
能
力
の
完
全
利
用
と
い
う
極
く
限
ら
れ
た
条
件
の
も
と
で
の
み
最
適
た
り
う
る
に
反
し
、
限
界
原
価
は
こ
の
よ
う
な
特
定
の
条
件
下
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
不
完
全
競
争
や
遊
休
設
備
の
存
在
と
い
う
ヨ
リ
一
般
的
な
条
件
の
も
と
に
お
い
て
も
、
一
般
的
に
妥
当
す
る
最
適
な
価
格
形
成
の
原
理
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
限
界
原
価
を
も
っ
て
他
の
方
式
に
優
越
す
る
原
理
と
す
る
理
論
的
根
拠
や
前
提
条
件
に
関
し
て
は
あ
と
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
さ
し
当
り
つ
ぎ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
は
限
界
原
価
(
曲
線
)
を
確
認
す
る
こ
と
は
実
際
上
困
難
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
限
界
原
価
に
代
る
べ
き
も
の
と
し
て
変
動
原
価
も
し
く
は
直
接
原
価
の
利
用
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
(
8〉
日
『
-
u
g
p
D
H
U
-
n
F
u
℃・
2
『-
E
F
W
〉
-
H
N
-
U
B
σ
E
u
D
M
y
a
p
-
-
M・
3
『・
而
出
総
原
価
プ
ラ
ス
利
益
(
率
〉
一
定
の
利
益
を
加
え
た
(
5
2
F
ロ
巴
修
正
原
価
を
基
準
と
し
て
、
N
・
A
・
c
-
A
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
そ
の
調
査
対
象
と
し
た
四
O
社
の
う
ち
若
干
の
会
社
が
、
こ
の
総
原
価
も
し
く
は
そ
れ
に
(
9
)
 
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
を
決
定
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
方
式
の
基
礎
と
な
る
総
原
価
の
算
定
に
は
、
標
準
も
し
く
は
正
常
原
価
と
実
際
原
価
と
の
区
別
が
あ
り
、
ま
た
、
加
算
さ
れ
る
利
益
許
容
額
公
=
。
当
2
2
r吋
胃
。
目
。
と
し
て
、
売
上
高
利
益
率
(
5
2
m一
口
。
ロ
g-2)
を
と
る
場
合
と
、
投
下
資
本
利
益
率
令
え
己
E
。ロ
(
叫
山
)
古
4
2
H
H
H
M
巾
口
同
)
を
と
る
場
合
と
が
あ
る
こ
と
は
、
多
一
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
9
)
 
戸
〉
・
。
・
〉
-wu-o四
g
y
H
r
H
N
8・
分
権
制
と
ト
ラ
ン
九
フ
7
1
・
プ
ラ
イ
ス
八
分
権
制
と
ト
ラ
ソ
ス
プ
ァ
l
・
プ
ラ
イ
ス
八
(
叩
)
(
)
『
・
畑
町
玄
子
同
)
・
ロ
山
日
'
H
-
u
g
p
。間以・門戸
HJ
七・さ
u
H》・
4
弓
・
。
c
c
y
H
H
J
H
)
2
8昨岡田
-
K
E
E
F
]
U】)・
2
t
u
N
-
と
こ
ろ
で
、
こ
の
原
価
基
準
に
よ
る
方
式
は
、
一
般
に
つ
ぎ
の
ご
と
き
理
由
に
よ
っ
て
、
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
形
成
原
理
た
り
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ωこ
の
方
式
は
市
場
競
争
に
よ
る
客
観
的
評
価
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
間
待
費
の
配
賦
な
ら
ひ
に
希
望
利
益
(
率
〉
の
芯
準
設
定
な
ど
に
つ
い
て
も
、
極
め
て
恋
意
的
に
な
る
方
式
で
あ
っ
て
、
分
権
制
に
お
い
て
可
能
な
限
り
排
除
さ
れ
る
べ
き
よ
か
ら
の
強
権
的
江
干
渉
方
式
に
他
な
ら
は
い
こ
と
、
樹
原
価
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
に
密
按
な
関
係
を
有
す
る
調
係
上
、
一
部
門
の
非
指
率
が
他
め
部
門
に
肩
替
り
さ
れ
、
各
部
門
の
業
績
評
価
を
不
明
確
な
ら
l
め
る
こ
と
、
ω
各
部
門
管
理
者
の
利
潤
意
識
よ
り
は
原
価
意
識
を
高
め
る
結
果
、
原
価
低
減
の
み
を
志
向
さ
せ
て
利
潤
獲
得
の
機
会
を
見
失
わ
し
め
、
全
(
日
)
体
企
業
の
経
営
的
不
均
衡
を
結
果
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
分
権
制
が
上
か
ら
の
千
捗
を
排
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
各
部
門
管
理
者
に
利
潤
穫
併
の
機
合
を
与
え
、
も
っ
て
企
業
全
体
の
利
益
企
増
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
企
業
の
原
価
の
(ロ)
最
低
点
は
、
必
ず
し
も
企
業
一
の
最
大
利
潤
の
操
業
度
と
は
一
致
し
な
い
一
も
の
で
あ
る
以
上
、
各
経
営
部
門
の
意
志
決
定
や
活
動
を
企
業
全
体
の
利
益
極
大
に
志
向
せ
し
め
る
管
理
価
格
と
し
て
の
役
割
合
担
っ
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
形
成
に
関
し
て
、
右
の
ご
と
き
欠
陥
を
も
っ
と
さ
れ
る
原
価
基
準
の
方
式
が
l
た
と
え
そ
れ
が
標
準
も
し
く
は
E
常
原
価
プ
ラ
ス
希
望
利
益
で
あ
っ
て
も
!
論
者
に
よ
っ
て
最
適
た
り
え
な
い
と
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
c
(日
)
}
μ
・4
司・(リ
DEr・
]
F
F
5ロ片岡山口
N
同日
D
P
3
2
1
U
M
一
同
・
ロ
g
p
c℃
-
n
F
H
U・
苫
一
回
-
H
W
M
2
5
z
u
F
w
o
u
・門戸片・二
)
-
b日
仏
-w
Z
-
P・(リ・
krw
己
目
巾
阻
ま
?
"
℃
℃
-HN∞叩田口門戸同日川町吋
w
t〈
-Hぃ・
ω
gロ
P
。同
ynFFJ
勺
-BG・
(
ロ
)
〉
-
H
F
U
E
r
E
W
C℃
-nFHJHV
・日
N-
と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
に
、
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
決
定
方
式
と
し
て
は
一
般
的
に
拒
否
さ
れ
た
原
価
基
準
の
方
式
も
、
例
え
ば
、
ω競
争
的
甲
山
市
価
基
準
方
式
に
よ
っ
て
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
を
決
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
、
間
比
一
福
な
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て
の
価
格
決
定
を
簡
素
化
す
る
場
合
、
団
最
終
製
品
の
外
部
価
格
政
策
を
満
足
に
実
施
し
て
販
売
部
門
の
独
自
の
利
益
(
日
)
増
大
を
抑
制
す
る
場
合
な
ど
に
、
市
場
基
準
価
格
方
式
に
代
替
す
る
方
式
と
し
て
一
部
の
論
者
に
認
め
ら
れ
て
は
い
る
。
も
と
よ
り
こ
の
場
合
、
標
準
原
価
も
し
く
は
E
常
原
価
が
基
準
と
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
な
お
、
部
門
相
究
聞
の
(
弘
)
争
的
商
議
価
格
あ
る
い
は
限
界
は
仰
を
基
準
と
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
も
の
が
め
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
(
日
)
(
は
)
Z-
〉
・
。
・
〉
-
w
u
p
m
g
y
℃
-
H
N
ω
寸
HJξ
・
(
U
c
c
F
T
v
p
Eニ
E
E己
C
ロ
ム
)
怨
乙
・
出
-grE皆
、
、
】
d
5
5
E
H
J
H己
ロ
缶
、
ヨ
-H吋
由
t
5
0・
百
売
価
還
元
こ
の
方
式
の
も
と
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
フ
ラ
イ
ス
決
定
の
基
礎
は
最
終
製
品
の
外
部
販
売
価
総
に
お
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
さ
れ
る
中
間
生
産
物
の
価
併
は
、
最
終
製
品
の
段
階
ま
で
に
介
在
し
て
い
る
加
五
な
ら
び
に
販
売
の
諸
部
門
の
畳
川
と
利
潤
と
の
許
容
額
(
山
口
。
当
日
日
る
と
、
最
終
の
販
売
価
格
か
ら
差
引
く
こ
と
に
上
っ
て
決
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
方
式
は
、
(
日
)
強
い
市
場
志
向
的
性
格
を
も
っ
組
織
に
お
い
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
方
式
に
お
い
て
は
、
中
間
生
反
物
の
価
格
が
つ
ぎ
の
加
工
も
し
く
は
販
売
部
門
に
ム
定
栢
の
利
益
を
保
証
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
価
格
の
も
と
で
の
者
下
部
門
(
お
-
ロ
ロ
関
門
出
三
位
。
ロ
)
の
情
動
が
一
つ
ね
に
企
業
全
体
の
最
大
利
潤
を
費
ら
す
上
う
に
導
か
れ
る
と
い
う
の
が
、
(
v
m
)
 
根
拠
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
c
」
の
方
式
の
利
用
ザ
心
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
に
、
買
手
部
門
(
E否
認
【
比
三
回
一
c
る
に
つ
ね
に
一
定
の
利
潤
の
許
容
額
、
か
一
不
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
右
の
一
d
価
と
は
逆
に
、
こ
の
方
式
を
し
て
非
合
理
な
も
の
た
ら
し
め
る
傾
向
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
こ
の
方
式
に
お
い
て
は
、
中
間
的
な
加
工
部
門
や
販
売
部
門
の
利
益
許
容
額
を
常
に
割
削
し
て
い
る
結
果
、
最
終
製
品
の
価
格
変
動
等
の
及
ぼ
す
影
分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
ス
八
分
権
制
と
ト
ラ
ソ
ス
ブ
ア
l
・
プ
ラ
イ
ス
八
四
響
が
全
部
的
に
基
底
的
な
生
産
部
門
に
転
稼
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
中
間
的
な
ら
び
に
最
終
的
な
諸
部
門
の
能
率
如
何
も
一
定
の
利
益
許
容
額
に
よ
っ
て
不
明
確
と
な
る
c
(
げ
)
戟
と
な
な
り
え
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
主
た
、
販
売
価
格
の
一
定
割
合
を
も
っ
て
常
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
と
な
し
、
川
く
し
て
、
こ
の
方
式
に
も
と
づ
く
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
。
プ
ラ
イ
ス
は
、
極
大
利
潤
志
向
へ
の
刺
そ
の
差
額
が
販
売
部
門
の
収
益
と
な
る
関
係
上
、
仮
り
に
企
業
全
体
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
場
合
で
も
、
販
売
部
門
に
そ
の
販
売
価
格
を
引
41
げ
て
売
上
を
増
大
し
よ
う
7
こ
す
る
刺
戟
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
つ
な
お
、
以
上
の
ほ
か
余
り
重
要
な
事
柄
で
は
な
い
が
、
こ
の
方
式
で
は
最
終
製
品
の
極
く
一
部
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
ア
イ
テ
ム
。
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
に
関
し
て
、
実
際
上
そ
(
叩
悶
)
の
決
定
が
同
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
3
れ
て
い
る
。
(
日
)
へ
凶
)
(
日
)
(
叩
出
)
F
U
E
P
-
-
3
・口
F
U
M
)・一1
0
・
内
「
J
〉
・
閉
山
・
ロ
5
Z
F
苧七・
2
f
M
}
-
m
A
-
}
丁
目
〔
一
J
H
M
-
m
ι
v
h
・
0
2
P
O
H
M
-
n
-
f
H
)
-
N
0
・
〉
-HN・
3
2玄
P
8
・2
H
J
H
t
E
唱え・・
]ι
・巧・(リ
C
O
F
F
w
ロ
2
8
2
巴
N
E
C
F
司・由民・
さ
て
、
以
ー
に
は
、
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
決
定
方
式
に
関
す
る
論
議
の
過
程
で
明
か
に
さ
れ
た
慣
行
的
な
諸
方
法
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
出
さ
れ
た
さ
ま
、
ざ
ま
の
見
解
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
ら
の
論
議
か
ら
導
き
う
る
一
応
の
結
論
は
、
多
く
乃
論
者
内
問
で
、
拾
尽
一
価
プ
ラ
ス
方
式
や
売
価
還
元
方
式
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
を
分
権
制
の
組
織
に
結
び
つ
け
て
機
能
せ
し
め
た
場
合
に
、
前
節
で
の
ベ
た
分
権
制
。
目
的
'
を
よ
く
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
一
結
論
に
到
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
閣
題
は
、
後
に
残
さ
れ
た
市
場
基
準
価
格
と
限
界
原
価
と
に
関
す
る
論
議
と
そ
の
性
俗
と
を
見
究
わ
め
る
こ
と
で
あ
る
。
最
適
な
ト
ラ
ン
λ
フ
ァ
l
・
プ
ラ
イ
ス
と
し
て
の
市
場
基
準
価
格
方
式
一
九
五
五
年
の
ク
ッ
ク
や
、
テ
ィ
ー
ン
の
論
文
、
た
ら
び
に
4
六
年
の
N
・
A
・
c
-
Aの
調
査
却
刊
行
は
、
分
権
制
の
も
と
己
行
け
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
l
・
↑
フ
ラ
イ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
一
掃
屈
の
設
定
と
そ
れ
に
対
す
る
提
案
と
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
c
す
な
わ
ち
、
久
口
経
営
部
門
に
お
け
る
そ
の
利
益
噌
大
の
た
め
の
自
立
的
な
諸
活
動
を
、
企
業
の
全
体
利
益
の
増
進
に
導
く
よ
う
に
規
制
す
る
一
種
の
「
符
岨
価
偽
」
と
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
フ
ラ
イ
ス
を
機
能
せ
し
め
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
、
か
、
そ
の
第
一
で
お
る
c
抗
言
す
れ
ば
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
一
/
一
ブ
イ
λ
は
、
社
内
に
お
げ
る
自
立
的
な
諸
経
活
部
門
相
互
聞
の
取
引
か
企
業
の
全
体
利
益
ム
午
前
め
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
こ
れ
を
確
保
し
、
他
万
に
お
い
て
社
内
取
引
が
企
業
の
全
体
利
益
を
低
め
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
こ
久
を
各
部
門
に
強
要
す
る
こ
と
な
く
、
各
部
門
を
し
て
外
部
以
引
に
向
わ
し
め
一
る
方
向
に
機
能
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
e
そ
し
て
、
こ
の
機
能
念
日
米
た
す
た
め
に
は
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
は
、
部
門
…
相
互
間
の
取
引
関
係
い
か
外
部
市
場
に
お
け
る
購
買
去
?
と
供
給
者
と
の
同
一
ト
存
在
す
る
関
係
と
本
一
日
上
向
一
と
な
る
よ
う
に
構
想
さ
れ
た
競
争
的
な
市
場
基
準
何
格
の
庁
式
に
立
脚
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
第
二
で
あ
る
じ
す
な
わ
ち
、
既
に
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
は
、
上
か
戸
わ
強
要
さ
れ
る
社
内
取
引
に
対
し
て
単
に
部
門
利
益
計
算
の
決
算
数
値
と
し
て
市
価
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
各
部
門
が
白
己
の
利
益
極
大
の
観
点
か
ら
一
応
外
部
市
場
と
も
取
引
し
う
る
、
い
わ
ゆ
る
「
忌
避
宣
言
権
」
の
も
と
に
、
市
場
で
形
成
さ
れ
る
競
争
的
な
価
格
右
ふ
ま
え
な
が
ら
、
各
部
門
が
社
内
取
出
さ
れ
る
諸
財
貨
の
価
格
や
数
量
と
そ
の
継
続
性
な
ど
に
関
し
て
、
相
互
に
競
争
附
に
し
て
そ
れ
ら
な
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ハ
1
)
]
ν
-
g
f
h
O
C
T
u
-
-
y
ロo
n
oロ
可
巳
】
N
P
H
5
口
、
司
・
∞
∞
喝
行
口
E
P
C
℃
・
2同
3
℃・白∞咽
Z-
〉
・
。
・
〉
J
ロ臣民
2
F
円
)
-
H
N
ω
G
・
な
お
、
念
の
た
め
に
付
加
え
る
な
ら
ば
、
市
価
基
準
方
式
と
い
っ
て
も
、
一
定
の
財
貨
を
社
内
で
以
引
す
る
場
令
と
市
場
で
取
引
す
る
場
合
と
で
は
、
運
送
費
や
販
売
経
費
や
そ
の
簡
の
諸
経
費
等
に
ぷ
因
す
る
販
死
条
件
の
畑
違
が
あ
る
か
ら
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
ス
の
決
定
に
際
し
て
は
当
然
じ
)
}
の
販
売
条
件
の
相
追
に
対
し
て
考
慮
が
円
い
れ
!
れ
ね
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
l
n『
J
H
J
J
J
1
・
n
c
c
r
w
F
u
ロ
R
E
Eニ
5
二
三
戸
、
七
-g・
分
権
制
と
ト
ラ
γ
ス
ブ
ァ
l
・
プ
ラ
イ
ス
八
五
分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
八
六
占
部
・
前
掲
書
、
一
四
回
頁
。
と
こ
ろ
で
、
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
に
関
す
る
右
の
提
案
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
理
由
に
も
と
や
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
場
基
準
価
格
万
式
は
つ
ね
に
各
経
営
部
門
の
活
動
を
競
争
的
な
市
場
条
件
に
直
而
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
、
各
部
門
の
業
績
や
能
率
を
市
場
計
価
を
基
礎
に
し
て
客
観
的
に
測
定
し
、
も
っ
て
最
高
経
営
者
内
総
合
的
な
方
策
樹
立
の
去
礎
を
確
保
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
各
部
門
の
活
動
水
準
を
競
争
的
な
市
場
水
準
以
上
に
高
め
る
よ
う
に
自
動
的
に
管
理
し
、
(
2
)
 
企
業
全
体
の
活
動
を
能
率
的
な
ら
し
め
て
全
体
利
益
の
増
大
に
導
く
と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
は
、
上
か
(
3
)
 
ら
の
人
為
的
か
つ
恐
意
的
な
評
価
や
統
制
を
可
能
な
か
ぎ
り
排
除
し
よ
う
と
す
る
分
権
机
の
理
念
に
合
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ハ
2
)
H
・
0
2
p
C
℃-
i
f
u
H
Y
由∞一可-S1・
h
a
c
r
u
H
Y
ロ月。ロ円門戸
Z
N
戸神
c
p
]
u
・
∞
由
一
問
。
ロ
2
門
戸
-
E
O
ロ由。♂
φ
円mD
口
{
江
口
問
問
O
H
開同片品円昨日ぐの
H
E
s
b
o臣
官
ミ
ヲ
一
己
ロ
間
切
Z
・〉・
(
V
-
J
-
ロロニ叩片山口
u
云
ミ
5
8・
ハ
3
V
H
・
ロ
S
F
8・
2
f
3・
2
8
ι
g
w
H
v・
円
ロ
E
ロr
o
p
吋
宮
司
岡
山
口
昨
日
2
0町
宮
田
口
仰
向
。
B
B
Y
℃
・
活
況
・
占
部
・
前
渇
書
、
五
頁
。
一一日四
t
き
て
、
右
の
一
主
張
が
、
か
つ
て
の
自
由
経
済
の
も
と
で
競
争
的
な
価
格
の
形
成
機
構
が
個
々
の
企
業
の
私
益
追
求
と
社
会
の
福
祉
と
を
白
動
的
に
調
節
す
る
機
能
を
呆
し
た
こ
と
を
念
民
に
お
い
て
な
き
れ
て
い
る
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
℃
き
る
で
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
}
で
は
、
各
経
営
部
門
が
そ
の
利
益
の
か
ら
求
め
う
る
市
場
価
は
慣
が
…
具
に
適
正
た
沢
一
的
評
価
機
構
と
L
て
前
提
さ
れ
て
い
る
と
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
、
決
定
の
基
準
と
し
て
市
場
価
格
が
利
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
導
か
れ
か
つ
評
価
さ
れ
る
各
部
(
4
)
 
門
の
利
益
の
代
数
的
総
和
ば
、
企
業
の
全
体
利
益
と
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
前
提
そ
の
も
の
もが
、
い
わ
ゆ
る
完
全
競
争
の
条
件
の
も
と
で
な
ら
と
も
か
く
、
不
完
全
競
争
l
寡
占
や
過
剰
設
備
の
存
在
と
い
う
ヨ
リ
現
実
的
な
条
件
の
も
と
で
は
、
理
論
的
に
も
、
ま
た
資
本
の
桁
大
利
柑
に
と
っ
て
も
妥
当
性
を
も
つ
か
一
合
か
は
慌
め
て
疑
問
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
、一h
フ
乃
土
、
1
ー
じ
}
L
不
完
全
」
競
争
下
に
お
け
る
独
占
的
企
業
が
、
そ
の
技
大
利
刊
の
一
獲
得
を
可
誌
な
ら
し
め
る
独
占
価
格
や
そ
の
も
と
で
の
操
業
度
の
決
定
、
ぷ
ら
ひ
に
不
況
や
過
剰
設
備
下
に
お
け
る
価
格
下
限
の
決
定
な
ど
に
河
ず
る
経
営
価
値
計
算
の
技
術
と
し
て
、
限
界
原
価
一
γ
変
動
費
の
計
算
を
採
用
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
が
、
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
社
内
の
あ
る
供
給
部
門
が
過
剰
設
備
を
有
す
る
場
合
に
は
、
社
内
の
取
引
価
格
を
そ
の
変
動
買
心
水
準
ま
で
引
下
げ
る
か
、
社
外
に
市
場
価
格
以
下
で
販
売
で
き
る
と
こ
ろ
乏
で
引
下
げ
る
山
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
も
は
や
市
場
価
格
が
択
一
的
な
基
準
た
(
5
)
 
り
え
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
社
内
の
あ
る
骨
片
手
部
門
が
そ
の
原
料
を
社
外
ι求
め
た
結
果
、
社
内
の
他
の
売
手
部
例
え
ば
、
門
に
過
剰
能
力
を
生
ぜ
し
め
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
一
層
激
し
く
さ
せ
る
場
合
に
ほ
、
仮
り
に
社
外
か
ら
求
め
よ
う
と
ず
る
部
門
の
、
決
定
が
、
そ
の
部
門
の
利
益
の
観
点
か
ら
は
芸
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
企
業
全
体
の
故
大
利
益
の
観
点
か
ら
は
汗
容
さ
れ
え
た
い
の
で
あ
っ
(6) 
て
、
市
場
価
格
ど
択
4
的
な
基
準
と
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
L
て
、
あ
と
で
詳
し
く
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
不
定
全
競
争
と
過
剰
設
備
の
問
題
こ
そ
、
実
は
、
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
形
成
に
関
す
る
論
議
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
競
争
的
な
伺
的
方
式
を
提
案
し
た
デ
ィ
l
ン
そ
の
人
が
、
(
7
)
 
て
、
既
に
着
目
し
て
い
た
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
を
行
う
以
前
に
発
表
し
た
『
経
営
者
経
済
学
』
こ
h
p
い
(4)H.PEws-z-u
℃・
2
一
戸
員
〈
U
A》
OFF-
』
円
J
Z
O
唱
吋
2HH口
一
』
ロ
タ
}ω
・叶叩・
な
お
、
例
え
ば
、
ク
ッ
ク
は
、
こ
の
部
門
利
益
の
総
和
と
全
体
利
益
と
の
珂
和
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
例
を
も
っ
て
こ
れ
を
論
証
し
一
ょ
う
と
し
て
い
る
o
い
ま
あ
る
質
手
部
門
が
、
今
ま
で
よ
り
も
低
い
価
終
で
財
貨
の
追
加
供
給
を
受
け
る
と
す
れ
、
は
、
そ
の
利
潤
を
増
加
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
よ
う
o
己
の
場
合
、
買
手
部
門
は
売
手
部
門
に
対
し
て
、
か
か
る
価
格
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
提
示
す
る
で
あ
ろ
一
う
o
こ
の
提
示
価
格
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
以
引
が
、
売
手
部
門
の
総
費
用
に
お
け
る
増
分
費
川
J
Y
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
に
足
予
首
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
当
然
に
売
子
部
門
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
℃
あ
る
か
ら
、
売
手
部
門
の
叉
入
れ
る
と
こ
ろ
と
み
ぼ
る
が
、
逆
に
そ
れ
が
こ
の
増
分
費
用
を
カ
ヴ
ァ
ー
で
同)
2
8
H門
出
口
N
色一
c
コ温℃-∞∞
T
n同
・
・
〉
-
H
P
U
B
-
L
P
。
司
-nHF
七・日
H
'
同
ν.4F司・
h
c
o
r
.
分
権
制
と
ト
ラ
ソ
ス
フ
ア
1
・
プ
ラ
イ
ス
八
七
分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
ス
八
八
き
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
追
加
取
引
は
拒
否
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
o
ま
た
反
面
、
追
加
供
給
に
付
せ
ら
れ
る
価
格
で
買
手
部
門
が
供
'
給
を
受
け
る
場
合
に
、
そ
の
価
格
で
は
買
手
部
門
が
利
読
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
同
様
の
理
由
で
買
手
部
門
の
拒
否
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
c
そ
こ
で
、
生
産
物
の
最
終
の
販
売
か
ら
え
ら
れ
る
収
益
の
増
加
と
こ
れ
ら
の
再
部
門
に
お
け
る
費
用
の
増
加
と
が
相
等
し
く
な
る
と
こ
ろ
で
、
実
際
に
両
部
門
の
商
議
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
o
こ
の
一
限
ら
れ
た
条
件
こ
そ
、
全
体
と
し
て
の
企
業
に
と
っ
て
の
利
潤
極
大
の
条
件
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
、
が
、
し
か
し
、
こ
の
ク
ッ
ク
の
論
証
は
、
彼
自
身
も
気
付
い
て
い
た
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
。
フ
ラ
イ
ス
を
決
定
す
る
た
め
に
市
場
価
格
を
択
一
的
基
準
と
し
て
利
用
す
る
場
合
に
、
企
業
全
体
の
利
潤
目
標
と
各
部
門
の
利
潤
目
標
と
の
聞
に
何
ら
の
撞
着
も
存
在
し
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
む
し
ろ
、
市
場
価
格
を
基
準
と
す
る
方
式
よ
り
は
、
限
界
原
価
も
し
く
は
変
動
費
計
算
の
方
式
を
も
っ
て
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
を
決
定
し
、
こ
れ
に
も
と
つ
い
て
各
部
門
の
活
動
水
準
を
導
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
緩
説
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
戸
巧
・
ゎ
g
F
可
J
U
R
E
2日
Z
N
E
C
P
H
Y
∞包・
(
5
)
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
決
定
の
理
想
的
方
式
と
し
て
市
場
価
格
基
準
方
式
を
主
張
し
た
ク
ッ
ク
は
、
な
お
、
こ
の
方
式
が
妥
当
し
え
な
い
例
外
的
な
事
態
と
し
て
、
過
剰
設
備
の
存
在
を
か
か
げ
て
い
た
|
手
三
J
℃
-g一
口
同
J
H
V
・当・
(
U
c
o
r
・
7
w
Zめ
唱
吋
R
F
E
ρ
g
u
宅・
5
2門-
U
1
日
1
.
(
6
)
k
r
-
H
P
U
B
Eロ
W
C
H
)
ロー
-
w
℃
・
日
明
』
・
ロ
g
E
g
u
E℃
-nFu
℃・
5
0・
(
7
)
〕
ロ
E
F
ζ
2
5
m
R
U
-
何
ncロ
C
自
民
F
H
U
E
w
〉
田
町
山
口
開
企
庁
芯
ロ
♂
℃
・
ぉ
・
な
お
、
、
テ
ィ
ー
ン
は
、
こ
の
書
物
で
、
競
争
的
な
市
価
基
準
に
よ
る
方
式
が
各
部
門
の
す
べ
て
の
活
動
水
準
に
市
場
の
圧
力
(
B
R
f仲
間
百
2
2
2
)
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
費
用
を
最
少
に
し
、
利
潤
を
阪
大
に
す
る
こ
と
を
要
詰
し
て
い
る
点
で
、
極
め
て
健
全
な
方
式
で
あ
る
、
か
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
践
上
に
お
い
て
は
、
こ
の
原
則
は
つ
ぎ
の
四
つ
の
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ωこ
の
方
式
は
真
に
標
準
化
さ
れ
た
生
産
物
に
対
し
て
の
み
真
の
妥
当
性
を
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
ω社
内
調
達
さ
れ
る
中
間
生
産
物
と
社
外
に
求
め
ら
れ
る
そ
れ
と
の
品
質
上
の
差
異
が
あ
る
場
合
の
適
用
の
困
難
性
、
同
市
場
に
お
い
て
は
中
小
供
給
者
が
安
定
的
な
供
給
者
と
し
て
の
地
位
を
う
る
た
め
に
、
差
別
的
な
契
約
何
格
を
提
示
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
、
ω過
剰
設
備
、
か
存
在
す
る
場
合
、
か
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
で
あ
る
o
と
こ
ろ
で
、
競
争
的
市
場
基
準
価
格
の
一
方
式
が
、
右
の
よ
う
に
、
部
門
利
益
と
企
業
全
体
の
利
益
と
の
聞
の
相
剖
を
含
ん
で
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
方
式
に
つ
い
て
論
者
が
菰
い
あ
げ
た
「
忌
避
宣
言
権
」
や
部
門
の
独
立
性
等
の
分
権
制
の
理
念
も
、
額
面
通
り
に
そ
れ
を
受
取
り
え
な
い
に
相
違
な
い
。
企
業
に
と
っ
て
問
題
は
、
部
門
の
目
立
性
や
企
業
家
精
神
と
い
う
よ
う
な
単
な
る
分
権
制
の
理
念
に
合
致
す
る
か
否
か
で
は
な
く
、
競
争
の
激
化
子
設
備
の
遊
休
化
の
過
程
で
、
そ
れ
を
い
か
に
処
理
す
れ
ば
最
大
利
潤
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
実
践
的
要
求
の
な
か
か
ら
生
じ
て
く
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
N
-
A
・
c
-
A
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
こ
の
方
式
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
矛
盾
と
価
硲
決
記
を
め
ぐ
る
対
立
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
価
格
(
調
停
)
委
員
会
」
(
℃
巴
2
2
B
E
E
R
)
|
各
部
門
の
代
表
者
と
中
央
の
一
ス
タ
ッ
フ
と
か
ら
構
成
さ
れ
、
毎
週
あ
る
い
は
毎
月
、
定
期
的
に
開
か
れ
る
と
い
わ
れ
る
l
の
設
置
を
余
儀
な
く
せ
し
め
、
し
か
も
、
こ
の
委
員
会
に
お
け
る
中
央
ス
タ
ッ
フ
の
勧
告
と
功
一
一
一
一
口
に
よ
っ
て
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
が
決
定
さ
れ
、
(
B
)
 
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
c
あ
る
い
は
、
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
の
場
合
の
よ
う
に
、
か
つ
管
理
さ
一
方
に
お
い
て
こ
の
市
場
基
準
価
格
方
式
を
誇
示
し
な
が
ら
も
、
他
万
、
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
谷
部
門
の
棚
卸
品
に
蓄
B
お
さ
れ
る
べ
き
間
接
賓
と
利
益
と
を
排
除
し
て
全
社
的
な
変
動
費
の
動
向
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
買
え
J
部
門
の
損
益
計
算
に
お
い
て
は
、
売
子
部
門
の
棚
卸
口
問
価
値
Q
2
4
2
5
q
g
F与
を
買
子
部
門
の
(
9
)
 
棚
卸
品
価
値
と
し
て
記
録
す
る
と
い
う
修
正
を
行
う
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
市
場
基
準
価
格
方
式
の
明
導
者
の
立
論
の
過
程
に
も
反
映
さ
れ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
そ
の
熱
心
な
提
案
者
で
あ
っ
た
デ
ィ
l
ン
や
ヒ
ュ
ウ
ザ
i
は
一
方
で
は
、
前
記
の
よ
う
な
部
門
の
一
自
立
性
の
確
保
、
競
争
的
価
格
決
定
に
も
と
づ
く
部
門
利
益
の
「
客
観
的
」
評
価
な
ら
び
に
部
門
利
益
と
全
体
利
益
と
の
自
動
調
節
と
い
う
理
由
を
掲
げ
て
、
こ
の
競
争
的
市
場
基
準
価
格
方
式
の
卓
越
性
を
説
き
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
、
こ
の
方
式
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
c
フ
ラ
イ
ス
の
決
定
手
続
と
し
て
、
価
格
調
停
委
員
会
の
組
織
を
設
置
し
、
そ
こ
に
お
け
る
中
央
ス
タ
ッ
フ
的
な
。
フ
ラ
イ
ス
・
メ
デ
ィ
エ
i
タ
l
e巴ロ巾
B
丘
四
日
さ
る
(
凶
)
る
価
格
の
決
定
と
管
理
の
一
必
要
性
と
不
可
避
性
と
を
強
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
よ
こ
れ
が
、
分
権
制
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
コ
プ
ラ
イ
ス
の
決
冠
方
式
に
関
し
て
論
者
が
強
力
に
否
認
し
よ
う
と
し
た
「
上
か
ら
の
分
杭
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
ス
八
九
分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
九。
人
為
的
か
つ
恐
意
的
な
決
定
」
を
承
認
し
、
か
つ
は
こ
れ
を
貫
徹
せ
し
め
る
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
論
者
が
主
張
し
た
市
場
基
準
価
格
方
式
の
優
越
性
の
原
理
を
、
自
ら
の
手
で
葬
り
去
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ド
レ
ピ
ン
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
(
日
)
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式
に
お
い
て
は
、
「
各
部
門
は
完
全
に
自
ケ
一
的
で
は
な
く
、
空
に
、
分
権
制
は
そ
の
効
力
を
失
(
8
ゾ
〉
n
gロロ江口
m
H
C吋
同
三
ヨ
(
U
O
B
宮
口
ve
寸
話
堅
守
3
-
2・
〉
・
。
・
〉
-
M
N
2
2司
n
r
ω
2
r
p
Z
0・
ω
P
H
u
-
M司・
(
9
)
三
・
烈
-HNd戸
口
F
〉
22HMH-出
品
川
匂
門
ours-ロ
5
8
2ロ
ロ
田
市
由
民
O同日
E
8
r
u
可。
Hmg買
え
H
O
E
-
d
E
F
m
E
m仲
回
目
}
目
印
w
匂
-
H
U
Y
λ
ドム・
た
い
杓
、
こ
の
点
ι
つ
い
て
、
若
干
の
補
足
的
な
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
い
ま
、
市
価
基
準
に
よ
勺
て
ト
ラ
γ
ス
フ
7
1
・
プ
ラ
イ
ス
を
決
定
す
る
と
、
こ
の
場
合
買
手
部
門
の
原
料
と
し
て
棚
卸
品
勘
定
に
】
記
録
さ
九
る
制
維
は
、
当
然
に
、
売
子
部
門
の
棚
卸
仏
原
価
と
全
社
的
な
間
接
費
と
利
益
と
を
含
む
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
o
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
買
手
部
門
の
原
料
と
い
う
、
い
わ
ば
変
動
費
を
構
成
す
る
要
素
の
な
か
に
、
間
接
貨
や
利
抗
を
含
む
と
と
に
な
る
か
ら
、
全
社
的
hv一
場
で
の
独
占
価
格
の
決
定
や
そ
れ
に
も
と
づ
く
操
業
度
決
定
な
ど
の
芸
従
と
な
る
変
動
費
計
算
は
、
こ
の
場
合
、
極
め
て
困
難
と
な
る
o
そ
こ
で
、
買
手
部
門
の
棚
卸
日
出
に
は
、
こ
の
市
価
の
う
ち
売
手
部
門
の
削
州
知
口
問
原
価
に
相
当
す
る
も
の
を
記
録
し
、
残
額
は
こ
れ
を
期
間
活
動
に
対
し
て
チ
ャ
1
ク
す
る
と
す
れ
ば
、
一
応
、
変
動
衰
の
動
向
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
正
考
え
ら
れ
る
o
ウ
エ
ス
チ
シ
グ
ハ
ウ
ス
祉
の
方
式
ば
、
こ
れ
を
犯
い
と
L
て
い
た
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
o
な
お
、
こ
の
よ
う
な
ガ
式
に
つ
い
て
の
詳
紅
は
、
次
節
で
触
れ
る
ク
ッ
ク
や
ド
レ
ビ
ン
の
論
稿
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
(
叩
)
一
「
・
ロ
g
p
o
M
)
-
n
-
r
市・
3
F
一
戸
円
、
.
出
。
口
百
円
W
C
M
Y
江
戸
u
同u-H
Oω
同・
(
日
〉
〉
.
戸
己
完
σ
5
.
C〕)・
2
H
'
w
]
M
・
2
・
さ
て
、
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
リム・〉
-n・
〉
-
∞
三
r
F
-
H
Y
〉ロー
市
場
基
準
価
格
方
式
が
、
現
実
に
は
一
般
に
誇
示
さ
れ
て
い
る
程
の
優
越
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
d、
7こ
そ
れ
を
唱
導
す
る
人
々
の
立
論
の
江
か
に
も
首
昆
一
貫
し
午
い
主
張
、
μ
合
室
、
れ
亡
い
る
戸
7f)が
明
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
市
場
基
準
価
格
方
式
と
分
権
制
の
組
織
原
理
と
の
結
合
に
お
げ
る
撞
着
や
論
理
の
不
斉
合
を
単
に
確
認
す
る
だ
げ
で
法
不
充
分
な
お
分
権
制
の
理
念
と
の
形
式
的
な
一
致
と
い
う
点
で
、
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
」
の
方
式
が
か
か
る
撞
着
点
矛
盾
を
た
ち
は
が
ら
も
、
そ
の
卓
越
社
い
が
一
而
的
に
諒
一
不
全
一
れ
、
か
つ
刊
附
議
さ
れ
て
い
る
何
は
、
ど
の
よ
う
な
現
実
的
理
由
に
よ
る
も
の
ぺ
」
あ
る
か
を
探
り
出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
部
合
の
よ
い
こ
と
に
は
、
そ
の
唱
導
者
で
あ
る
デ
ィ
l
ン
そ
の
人
の
主
張
の
な
か
に
、
そ
の
た
め
の
手
懸
り
が
与
え
ら
れ
て
い
る
上
う
ι思
わ
れ
る
。
デ
ィ
l
ン
は
、
こ
の
競
争
的
市
価
方
式
を
分
権
制
の
組
織
原
理
に
結
び
つ
け
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
理
由
を
か
か
げ
て
い
る
コ
そ
の
一
つ
は
、
部
品
を
購
入
す
る
か
r
川
家
生
産
す
る
か
の
決
定
や
、
市
場
浸
透
、
個
格
政
策
よ
ら
び
に
操
業
度
決
定
等
に
閲
す
る
資
本
予
算
決
定
の
客
観
的
基
礎
全
確
立
す
る
た
め
に
、
他
は
、
各
部
門
を
外
部
の
同
種
企
業
と
同
等
の
一
競
争
水
準
に
お
き
、
企
業
内
外
の
取
引
価
格
に
つ
い
て
何
学
の
差
別
的
取
扱
い
を
行
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
別
的
価
俗
政
策
や
不
正
競
争
手
の
理
由
で
批
占
的
企
業
結
(ロ)
人
口
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
反
独
占
運
動
の
批
判
を
回
避
す
る
た
め
に
、
こ
の
競
争
的
価
格
方
式
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
競
争
的
価
格
方
式
乞
も
っ
て
客
観
的
な
資
本
予
算
他
立
の
基
礎
と
す
ァ
心
第
一
の
主
張
に
対
し
之
は
、
問
-
一
、
そ
η
理
論
的
混
乱
を
へ
刊
日
)
指
摘
し
た
ビ
ャ
1
7
ン
の
主
張
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
デ
ィ
i
ン
が
こ
の
方
式
を
提
唱
し
た
現
実
的
狙
い
は
、
要
す
る
に
、
健
全
な
資
本
予
算
の
確
立
と
反
独
占
運
動
の
回
避
と
い
う
こ
レ
己
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
(ロ
)
'
f
D
E
Y
-
p
n
H
f
℃・
2
・
(
旧
)
出
・
ロ
一
3
5
m凶戸
'
P
J
O
H
M
-
i
f
匂
-
A
M
N
q
・
な
お
、
ビ
ャ
1
7
γ
の
批
判
の
要
点
は
、
つ
ぎ
の
ご
こ
く
で
あ
る
っ
す
な
わ
ち
、
一
般
に
資
本
予
算
ク
決
?
疋
は
、
一
(
疋
の
投
資
傾
が
粛
ら
す
現
金
収
入
の
流
れ
の
明
加
分
と
現
金
支
出
の
流
れ
の
増
加
分
の
比
較
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
流
れ
は
、
社
内
で
取
引
さ
れ
る
財
貨
に
悶
し
て
こ
れ
J
な
ふ
る
な
ら
ば
、
そ
の
財
貨
の
市
場
制
格
で
ー
な
く
し
て
、
変
動
原
何
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
ろ
か
ら
と
い
う
の
で
あ
ろ
。
こ
の
点
に
関
L
て
は
、
デ
ィ
l
ン
も
ま
た
他
の
論
杭
品
、
「
経
位
者
経
済
学
い
一
や
『
資
本
予
算
』
に
お
い
て
増
加
収
入
と
噌
加
原
価
と
が
決
定
的
に
京
要
で
あ
る
こ
と
が
で
壬
仮
し
て
い
た
の
で
あ
る
o
l
ぇ
-u
』
・
ロ
g
p
y
p
g向
。
己
主
同
S
E
E
n
p
n
r
a・
ω
自
己
弓
一
己
二
円
Dw
付
与
ご
と
ロ
Z
L
m
E
D
m
u
g印
H
U
E
-
3
ζ
2
2
ユロ
m
H
r
o
司
円
D
L
C
2
2
1
F
q
c円
台
目
立
g
f
出
E
P
ぐ
D一・
ω
N
W
z
c
-
H
F
3
2
)
・
分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
九
分
権
制
と
ト
ラ
ソ
ス
フ
ア
l
・
プ
ラ
イ
ス
7L 
と
こ
ろ
で
、
私
は
さ
き
に
、
分
権
制
、
が
第
二
次
大
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
「
企
業
合
同
の
第
三
一
波
」
の
時
期
に
一
般
化
し
た
こ
と
に
言
及
し
た
。
さ
き
に
も
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
一
九
五
O
伍
ー
の
ク
レ
イ
ト
ン
法
第
七
条
、
マ
ー
ジ
ャ
l
条
項
の
修
正
一
げ
し
画
期
と
し
た
こ
の
企
業
合
同
が
、
戦
後
の
市
場
構
造
が
売
手
市
場
か
ら
買
手
市
場
へ
と
転
換
す
る
に
及
ん
で
急
速
に
進
め
ら
れ
た
技
術
革
新
と
戦
後
市
場
の
再
分
割
競
争
と
に
強
制
さ
れ
た
、
い
わ
ば
独
占
利
潤
確
保
の
た
め
の
外
延
的
拡
張
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
分
権
制
は
ま
さ
に
、
そ
れ
に
対
応
(
日
)
し
た
と
こ
ろ
の
内
包
的
な
管
理
組
織
の
強
化
・
充
実
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
c
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
決
し
て
矛
盾
な
く
進
行
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
企
業
結
合
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
こ
の
独
占
強
化
に
対
し
て
当
然
に
予
想
さ
れ
る
伝
統
的
な
反
(
日
)
独
占
運
動
の
高
ま
り
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
技
術
革
新
に
伴
う
巨
大
な
投
資
が
強
制
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
生
産
過
程
の
結
合
や
企
業
結
合
、
か
推
進
さ
れ
る
反
面
、
競
争
の
激
化
に
も
と
づ
く
価
格
変
動
や
設
備
の
過
剰
化
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
、
原
料
な
い
し
は
中
間
生
産
物
を
許
さ
れ
る
か
ぎ
り
従
属
会
社
や
他
の
企
業
に
求
め
よ
う
と
す
る
に
違
い
な
い
c
こ
の
場
合
、
自
家
生
産
す
べ
き
か
そ
れ
と
も
外
註
と
す
べ
き
か
は
、
市
場
の
状
況
や
競
争
、
価
格
政
策
な
ら
び
に
税
務
対
策
等
に
依
存
し
て
こ
れ
を
ヨ
リ
有
利
に
決
定
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
の
時
期
の
分
権
制
の
一
般
化
の
も
と
で
、
こ
の
問
題
は
切
実
な
関
心
の
的
と
な
っ
(
国
)
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
デ
ィ
l
ン
が
健
全
な
資
本
予
算
の
確
立
と
反
独
占
運
動
の
回
避
を
標
携
し
て
、
分
権
制
の
組
織
に
競
争
的
価
格
方
式
を
結
び
つ
け
て
機
能
せ
し
め
る
こ
と
を
強
震
し
た
こ
と
の
現
実
的
基
盤
や
役
割
は
、
も
は
や
模
説
、
す
る
~
ま
で
も
な
く
明
か
で
占
め
る
。
(
日
)
(
い
戸
、
同
・
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守
口
Hmg唱し
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凶
戸
可
列
。
I
H
凶
阿
山
口
凶
広
三
w
出
回
局
、
〈
c-
・
ω
ω
u
Zむ
-
M
(
呂町印)・
国
民
刀
、
〈
c
一・
ω品
w
2
0・G
(
戸
甲
山
由
)
一
(
い
ご
支
主
ロ
♂
74{戸
rmlaw-i
四
市
場
基
準
価
格
方
式
に
対
す
る
批
判
と
し
て
の
限
界
原
価
方
式
一アィ
l
ン、
ク
ッ
ク
、
ヒ
ユ
ー
ザ
ー
等
の
論
文
な
ら
び
に
N
・
A
・
c
-
A
の
調
査
報
告
に
お
い
て
、
市
場
基
準
価
格
方
式
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
i
・
。
フ
ラ
イ
ス
決
定
の
優
越
性
、
が
唱
導
さ
れ
る
と
、
ヒ
ル
シ
ュ
ラ
イ
フ
ァ
ー
は
直
ら
に
そ
れ
に
対
す
る
疑
問
を
提
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
市
場
価
格
沈
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
さ
れ
る
商
品
が
(
完
八
五
)
競
争
的
市
場
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
の
み
適
正
な
ト
ラ
(
1
)
 
ン
ス
フ
ァ
l
・
。
フ
ラ
イ
ス
た
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
。
(
l
)
 
』
-
E
-
g
r
-
2
r
F
、円
E
ロ
え
2
H
Vユ
口
一
口
伊
七
-H寸
N
-
と
こ
ろ
で
、
右
の
命
題
は
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
。
フ
ラ
イ
ス
に
関
し
、
限
界
理
論
に
お
け
る
価
格
形
成
の
原
理
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ヒ
ル
シ
ュ
ラ
イ
フ
ァ
l
は、
企
業
の
利
潤
極
大
の
た
め
の
価
格
決
定
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
生
産
一
両
決
』
一
疋
に
関
す
る
、
周
知
の
限
界
理
論
の
命
題
を
導
き
の
糸
と
し
て
、
分
権
制
の
も
と
で
は
各
部
門
の
限
界
原
価
の
総
和
と
故
終
製
口
聞
の
奴
売
に
よ
る
限
界
収
入
と
が
一
致
す
る
よ
う
に
、
各
部
門
の
生
産
物
の
価
格
と
生
産
高
と
が
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
。
フ
ラ
イ
ス
は
、
(
2
)
 
で
あ
る
c
も
っ
と
も
、
彼
は
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
デ
マ
ン
ド
・
デ
ベ
ン
デ
ン
ス
-
|
一
部
門
の
外
部
へ
の
販
売
が
他
の
部
門
の
製
品
の
需
要
を
左
右
一
般
的
に
は
、
売
子
部
門
の
限
界
原
価
に
も
と
や
つ
い
て
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
み
な
し
た
の
す
る
場
合
ー
や
テ
ク
ニ
カ
ル
・
デ
ベ
ン
デ
ン
ス
l
あ
る
部
門
の
操
業
費
が
他
の
部
門
の
操
菜
水
準
に
よ
っ
て
叫
砂
川
告
を
受
け
る
場
合
l
の
条
件
の
も
と
で
は
、
こ
の
事
態
に
も
と
づ
く
各
部
門
の
利
害
の
対
立
を
調
整
す
る
た
め
に
、
ア
課
税
と
突
励
金
の
制
度
」
公
z
aえ
巾
己
主
g
目
出
口
三
(
3
)
 
宮
口
三
貯
与
を
こ
の
原
理
に
加
味
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
と
も
あ
れ
、
思
界
理
論
の
援
用
に
よ
っ
て
、
分
権
制
に
お
げ
る
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
は
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
限
界
原
価
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
、
た
だ
完
全
競
争
分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
ス
九
分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
九
四
の
条
件
の
も
と
で
は
、
市
場
価
格
が
限
界
原
価
に
一
致
す
る
と
い
う
特
殊
な
関
係
が
成
立
す
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
の
み
市
場
基
準
価
格
(
4
)
 
の
方
式
が
最
適
!
な
も
の
た
り
う
る
と
説
定
し
た
の
で
あ
る
。
(
2
)
H
-
Z
F
H
γ
竺
命
日
円
白
同
省
、
同
窓
口
ω
『
め
門
司
円
山
口
宮
崎
、
℃
勺
-H寸
ω
u
H
3
t
z
c
gハ
H
H∞
ω
w
(
-
5
3
ロ
Z
U
5ロロロ
N
O
L
百円
g
u
C
F
)
-
H
C
H
t
H
C日・
(
3
)
ん「・
HhHFg]凶
E
r
F
ロ
ぞ
E
Cロ
田
口
目
。
(
回
目
門
gu
司℃・∞∞
l
H
C
H
一口町・
M
L
H片
付
cu
斗
H
S
m
h
R
H
Vロロ山口
mw
℃ロ・
5
0
t
g
u・
ヒ
ル
シ
ユ
ラ
イ
フ
7
1
の
い
わ
ゆ
る
「
課
税
と
奨
励
金
の
制
度
」
に
つ
い
て
、
若
干
の
解
説
を
加
え
て
お
け
、
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
c
い
ま
、
生
産
物
1
・
2
を
坐
産
す
る
企
業
を
惣
定
し
、
そ
の
坐
産
物
の
各
々
の
需
要
出
線
が
右
下
り
で
あ
っ
て
、
L
か
も
向
者
の
需
要
が
相
互
に
補
完
じ
あ
う
か
そ
れ
と
も
競
争
し
あ
う
か
の
何
れ
か
で
あ
る
と
仮
定
L
ょ
う
o
な
お
、
収
入
を
良
、
生
定
物
価
格
を
?
と
P
、
生
産
数
量
を
Q
と
Q
の
記
号
を
も
っ
て
表
わ
す
o
こ
の
場
合
、
企
業
が
最
大
利
潤
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
二
部
門
の
生
産
高
な
ら
び
に
価
格
、
が
、
各
々
の
坐
産
物
の
一
単
位
の
増
加
に
よ
っ
て
生
ず
る
全
体
と
し
て
の
企
業
の
収
入
の
増
分
と
費
用
の
増
分
と
が
一
致
す
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
限
界
理
論
の
命
題
に
合
致
し
た
一
内
部
門
の
真
実
の
限
界
収
入
は
、
つ
ぎ
の
式
で
一
市
さ
れ
る
o
ド
m
u
ア
る
い
や
+
O
N
品川
ω
「凡
A
H
ω
f
』
M
@
「~戸
川
畑
1
?
+
O
Lし
勺
lro同〕
J
ω
に
ω
ω
O
M
M
ω
O
M
右
の
恒
等
式
の
右
辺
に
お
け
る
最
初
の
一
一
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
物
の
追
加
販
売
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
両
部
門
の
「
表
見
的
な
限
界
収
入
」
(
子
。
弓
E
B
R
E
E
岡
山
口
弘
同
2
8
E
5
ι
ぜ
そ
れ
ぞ
れ
一
ポ
す
υ
第
三
の
も
の
は
「
交
叉
以
界
収
入
」
(
口
B
E
E
R性
E
-
H
2
2
5
)
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
う
ち
、
一
方
の
生
産
物
の
辿
加
単
位
が
販
売
さ
れ
る
と
き
の
他
の
生
産
物
に
お
け
る
総
収
入
の
変
化
を
表
わ
し
、
そ
れ
そ
れ
の
生
庄
物
の
需
要
が
相
互
に
競
争
的
の
場
合
に
は
負
と
な
り
、
相
互
補
完
的
の
場
合
は
正
と
な
る
。
こ
の
関
係
は
、
つ
ぎ
の
理
由
に
も
と
づ
く
o
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
の
需
要
が
相
互
に
依
存
し
合
う
と
き
に
は
、
例
え
ば
、
P
は
Q
の
一
変
化
に
よ
っ
て
影
響
を
交
け
、
あ
る
い
は
Q
は
P
め
変
化
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
か
ら
、
右
の
各
部
門
の
去
円
兄
的
な
限
界
収
入
は
、
全
体
と
し
て
の
企
業
の
限
界
収
入
に
一
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
o
そ
こ
で
、
そ
れ
独
自
の
利
益
を
極
大
に
し
よ
う
と
す
る
各
部
門
の
自
立
的
活
動
を
全
体
と
し
て
の
企
業
の
極
大
利
益
に
一
致
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
右
の
交
叉
限
界
収
入
に
相
当
す
る
も
の
を
、
あ
る
い
は
課
税
(
競
争
的
需
要
の
場
合
)
、
あ
る
い
は
奨
励
金
(
補
完
的
需
要
の
場
合
)
と
し
て
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
戸
4
)
H-z-HmrEPF
、
H
J
s
t
R
H》江口一口
mwHYH3・
さ
て
、
以
上
は
ヒ
ル
シ
ュ
ラ
イ
フ
ァ
l
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
ス
に
関
す
る
限
界
原
価
方
式
の
優
越
性
の
原
理
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
く
、
彼
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
決
定
の
基
準
と
し
て
各
部
門
の
限
界
原
価
を
主
張
し
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
企
業
の
限
界
原
価
も
し
く
は
増
分
原
価
公
同
月
完
E
g
g
-
8
2
)、
と
限
界
収
入
も
し
く
は
増
分
収
入
心
中
日
2
H
H
S
Z
H
5
4
2己
巾
)
と
を
明
確
に
し
、
限
界
理
論
に
立
脚
し
た
最
大
利
潤
獲
得
の
た
め
の
価
格
政
策
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
各
部
門
の
(
5
)
 
均
衡
的
な
操
業
度
決
定
を
行
わ
し
め
る
こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
裏
か
ら
表
現
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
企
業
全
体
の
立
場
か
ら
す
る
価
格
政
策
と
操
業
度
決
定
の
線
に
そ
っ
て
、
分
権
化
さ
れ
た
各
部
門
の
意
志
決
定
を
強
力
に
規
制
す
る
方
式
で
あ
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
ク
ッ
ク
の
よ
う
に
、
こ
の
方
式
の
も
と
で
は
各
部
門
の
諸
活
動
に
関
す
る
白
立
性
(
6
)
 
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
危
倶
を
表
明
す
る
も
の
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
c
し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
を
め
ぐ
る
論
議
に
お
い
て
は
、
各
部
門
の
活
動
を
企
業
全
体
の
極
大
利
潤
と
い
う
究
極
的
目
標
に
導
く
最
適
な
価
値
基
準
を
求
め
る
こ
と
が
、
は
じ
め
か
ら
の
約
束
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
危
供
や
批
判
は
、
充
分
な
説
得
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
市
場
基
準
価
格
方
式
が
価
格
調
停
委
員
会
の
設
置
と
干
渉
と
を
余
儀
な
く
せ
し
め
て
、
却
っ
て
各
部
門
の
自
立
性
や
分
権
制
の
有
効
な
機
能
を
否
定
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
方
式
が
上
か
ら
の
干
渉
を
抑
制
し
て
各
部
門
の
白
立
的
な
活
動
を
維
持
し
な
が
ら
、
(
7
)
 
を
自
動
的
に
規
制
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
の
評
価
を
さ
え
、
与
え
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
c
し
か
も
そ
れ
ら
の
活
動
し
「
・
出
弓
ω
E己『
2
・
C
M
Y
口
-
F
ロ
芝
山
氏
C
ロ
乙
同
N
O
L
司
片
岡
ロ
戸
、
七
-
H
C
N
P
巧
-
p
c
r
L
F
Z
2
p
n
E一
宮
♂
ヲ
守
口
町
-
u
』
-
p
p
pロ
g
E
-
H
N
E
8
5
2ロ
5
2
5
z
q
甲山口
E問
、
市
-
叶
C
・
〉・剛山・。円。
σ回口、
D
H》
-nFF
日
ν
・日
ω印・
と
こ
ろ
で
、
既
に
明
か
な
よ
う
に
、
分
権
制
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
た
、
(
5
)
 
(
6
)
 
(
7
)
 
分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
。
フ
ラ
イ
ス
九
五
分
権
制
と
ト
ラ
ソ
ス
プ
ァ
l
・
プ
ラ
イ
ス
九
六
こ
の
一
限
界
原
価
方
式
の
卓
越
性
の
原
理
が
、
限
界
理
論
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
と
ず
れ
ば
、
そ
の
一
山
で
こ
の
主
張
は
、
既
に
理
論
的
に
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
限
界
理
論
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
は
デ
ィ
i
ン
等
に
よ
っ
て
、
経
験
的
(
8
)
(
H
)
 
山
つ
実
践
的
に
そ
の
札
長
適
用
性
の
困
難
が
論
難
さ
れ
て
お
り
、
他
方
で
は
グ
l
テ
ン
ベ
ル
グ
や
ド
l
フ
マ
ァ
い
よ
っ
て
、
そ
の
浬
論
。
前
提
と
さ
れ
て
い
み
A
型
生
産
函
数
!
と
そ
れ
に
も
と
づ
〈
U
字
型
心
費
用
経
過
に
対
す
る
批
判
が
展
開
き
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
(
日
)
ら
に
ま
た
、
そ
の
理
論
の
雨
数
主
義
的
立
場
に
表
現
さ
れ
る
資
本
家
的
表
象
と
顛
倒
も
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
立
入
っ
て
考
察
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
こ
こ
で
は
、
限
界
理
論
が
独
占
的
競
争
と
過
剰
設
備
の
も
と
で
の
独
占
政
策
の
理
論
的
基
礎
と
な
り
、
そ
の
基
本
的
な
思
考
方
法
、
が
損
益
分
岐
点
的
、
直
接
原
価
計
算
や
弾
力
性
予
算
等
に
具
現
さ
れ
て
利
用
さ
れ
き
た
っ
た
現
実
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
以
界
原
価
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
決
定
方
式
、
川
、
市
場
基
準
価
格
方
式
に
優
越
す
る
と
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
な
お
立
入
っ
た
考
察
ケ
一
加
え
て
お
こ
う
J
(
8
)
H
-
u
g
p
y内同ロ旬開。片山乙ロロ
Dロ
CHMぽ師、】
M
E『
戸
口
⑦
田
口
弘
℃
})-N日
1N1MUG-
(
9
〉
開
・
の
己
g
r
qや
の
ヨ
ロ
《
-
z
m
g
H
)
2
∞2
2与
ω
豆円円切口}戸出向
g
z
r耳
、
国
L
・
ア
ロ
E
H
M
5仏ロ
-
E
C
P
N〉
戸
内
「
ω
・
5
ω
t
N
G
H・
溝
口
・
高
出
共
訳
「
経
営
経
済
学
原
理
』
第
一
巻
、
生
産
編
、
二
O
二
t
二
二
六
真
。
(m〉
河
・
ロ
コ
ユ
g
g
u
〉問者一山口同江(己主同
HL
ロ印由司
p
o
m
g
Eロ
m
g
p出
吋
r
g
q
D
h
乙
百
円
サ
昨
日
u
H
U印回、円
ur口
七
戸
・
小
川
凶
川
隆
太
郎
訳
『
リ
ニ
ヤ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
』
四
九
t
七
回
コ
(
日
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
内
藤
三
郎
「
収
川
市
法
則
と
経
営
費
用
」
一
一
終
済
志
林
』
第
二
五
在
第
P
二
場
参
照
。
(
辺
)
門
戸
国
-
Y内・
ω江
コ
ミ
、
河
内
百
円
三
吋
号
ロ
(
一
昨
印
ロ
L
吋
c
c
r
区
間
宮
田
ロ
円
山
田
-
Y両日当日向。
E
E
F
Z
-
〉
・
〉
・
回
三
-
立
与
w
問。
r
E
H
d
m当日
1
3∞。
一
九
五
五
年
の
論
稿
に
お
い
て
市
場
基
準
価
格
方
式
合
理
想
的
な
も
の
と
ふ
な
し
て
い
た
ク
ッ
ク
は
、
五
七
年
の
「
社
内
取
引
価
格
に
関
す
る
新
技
術
」
と
題
す
る
論
文
で
、
こ
の
方
式
が
、
設
備
過
剰
下
に
お
け
る
各
部
門
の
意
志
決
定
会
一
誤
道
守
す
る
重
大
な
危
険
を
伴
う
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
う
し
て
彼
は
、
そ
の
一
理
由
を
こ
う
の
ぺ
一
二
い
る
の
す
な
わ
ち
、
市
場
価
格
基
準
方
式
を
と
る
場
合
に
ほ
、
企
業
全
体
(
日
)
の
立
場
か
ら
は
い
本
来
同
定
費
と
利
益
で
あ
る
も
の
が
、
各
部
門
計
算
で
は
変
動
費
l
/
}
し
℃
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
、
と
。
な
ぜ
な
b
、
一
般
に
市
場
価
椿
は
変
動
費
、
回
定
費
お
よ
び
利
潤
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
、
部
門
計
算
に
お
い
て
は
、
こ
の
場
合
、
そ
れ
が
一
括
さ
れ
て
原
料
費
、
す
な
わ
ち
変
動
費
と
し
て
記
録
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
部
門
の
棚
卸
品
計
算
に
お
け
る
固
定
費
等
の
累
積
は
、
企
来
全
体
の
極
大
利
潤
に
関
す
る
命
題
に
も
と
づ
い
て
、
価
格
な
ら
び
に
生
産
高
等
に
関
す
る
デ
シ
ジ
ョ
ン
・
メ
l
キ
ン
グ
を
正
し
く
行
う
」
と
を
不
可
能
巳
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
ク
ッ
ク
は
、
市
場
価
格
基
準
方
式
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
欠
陥
を
除
去
す
る
た
め
に
、
企
業
全
体
と
し
て
の
変
動
費
を
明
確
に
す
る
た
め
の
計
算
機
構
を
確
立
し
て
、
市
場
基
準
価
格
方
式
と
と
も
に
、
こ
の
変
動
費
の
計
算
を
分
権
制
に
お
け
る
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
(
辺
)
l
・
プ
ラ
イ
ス
法
定
の
一
一
基
準
と
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
め
る
。
こ
の
、
い
わ
ば
市
場
基
準
価
格
方
式
と
変
動
原
価
方
式
と
の
併
用
は
、
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ウ
ィ
ス
チ
ン
〆
ハ
ウ
ス
社
等
に
お
い
て
既
に
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
ク
ッ
ク
の
提
案
に
お
い
て
は
、
む
し
ら
変
動
原
価
方
式
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
こ
の
変
動
費
方
式
に
よ
っ
て
、
川
各
部
門
の
購
買
な
ら
び
に
販
売
を
企
業
の
内
外
の
何
れ
に
求
め
る
べ
き
か
を
正
し
く
決
定
せ
し
め
て
、
過
剰
設
備
の
稼
働
化
を
促
進
さ
せ
、
倒
在
庫
な
ら
び
に
生
産
計
両
を
最
適
な
ら
し
め
、
ゆ
企
業
内
の
「
王
味
。
品
金
の
流
れ
」
?
2
3岳
民
。
当
〉
を
正
し
く
把
握
せ
し
ぬ
て
、
最
適
(
時
)
な
資
本
予
算
を
樹
立
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
ク
ッ
ク
の
い
わ
ゆ
る
「
社
内
取
引
価
格
に
却
す
る
新
技
術
」
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
過
剰
設
備
の
稼
働
化
と
過
剰
投
資
の
抑
制
と
が
期
待
し
う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
各
部
門
の
棚
卸
品
評
価
に
累
積
さ
れ
る
固
定
費
等
の
「
振
替
負
担
」
(
ゴ
山
口
出
向
2
z
a
g
)
を
排
除
し
う
る
変
動
費
方
式
の
優
越
性
が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
ハ
臼
)
同》・
4
H
1
・(リ
2vrw
』
円
-
w
z
m
d司
、
吋
2
r己(戸
E
P
-
y
u
点目・
分
権
制
と
ト
ラ
ソ
ス
フ
7
1
・
。
フ
ラ
イ
ス
九
七
分
権
制
と
ト
ラ
ソ
ス
フ
ナ
1
・
プ
ラ
イ
ス
P
U
T
、、
J
ノ
/
(
U〉
(
日
)
ぺ
一
回
玄
L
u
匂
苫
]
{
ケ
』
仏
w
七
-
U
1
∞-
さ
て
、
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
市
場
基
準
価
格
に
対
す
る
批
判
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
限
界
原
価
l
変
動
原
価
の
最
適
性
に
関
す
る
主
張
が
、
不
完
全
競
争
と
過
剰
設
備
の
も
と
で
の
最
有
利
な
価
格
、
操
業
水
準
な
ら
ひ
に
投
資
に
か
ん
す
る
独
占
政
策
、
つ
ま
り
は
過
剰
設
備
の
克
服
と
抑
制
と
を
期
待
し
て
分
権
制
を
有
効
に
機
能
せ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
ほ
ば
明
か
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
さ
ら
に
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
ヒ
ル
シ
ュ
ラ
イ
ブ
ァ
ー
や
ク
ッ
ク
の
主
張
や
態
度
は
、
そ
の
後
、
(
M
m
)
(
汀
)
反
批
判
を
受
げ
る
こ
と
も
な
く
、
却
っ
て
、
ピ
ャ
l
マ
ン
や
ド
レ
ピ
ン
等
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
継
承
さ
れ
る
に
い
た
っ
℃
い
Z
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
o
し
た
が
っ
て
、
分
権
制
の
一
般
的
普
及
と
と
も
に
問
題
に
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
。
フ
ラ
イ
ス
を
ぬ
ぐ
る
論
議
は
、
い
ま
主
で
の
と
こ
る
、
市
場
基
準
間
格
方
式
で
は
な
く
L
て
、
限
界
原
価
|
変
動
原
価
方
式
を
も
っ
て
最
適
な
も
の
と
す
る
方
向
に
お
い
て
、
結
着
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
に
お
い
て
一
九
五
O
年
前
後
に
展
開
さ
れ
た
、
(mv 
マ
ン
の
「
企
業
の
自
己
作
理
」
(
F
5
2
2
2己
Z
口
問
)
手
の
構
恕
と
の
著
し
い
近
似
性
に
、
興
味
、
山
寄
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
米
国
で
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
、
こ
の
限
界
原
価
方
式
と
分
権
制
と
の
組
織
的
結
合
じ
関
す
る
論
調
と
、
西
独
(
路
)
シ
ュ
マ
l
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
「
賞
与
制
分
権
的
管
理
」
(
P
2
3
F
円
grEm)
や
フ
ェ
ー
ル
課
題
や
役
割
を
究
明
す
る
う
え
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
が
と
も
に
ひ
と
し
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
設
備
遊
休
化
と
過
剰
投
資
を
抑
制
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
は
、
分
権
制
の
歴
史
的
(
却
)
と
く
に
着
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
こ
で
こ
れ
ら
を
総
指
的
L
取
扱
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
他
日
か
一
期
す
る
の
ほ
か
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
形
成
の
原
理
を
め
ぐ
っ
て
午
わ
れ
の
過
程
で
、
市
場
主
準
価
格
方
式
か
ら
肌
採
原
価
方
式
へ
と
一
般
的
に
移
行
し
て
き
た
こ
と
の
一
以
義
主
特
町
民
と
h
k
明
か
に
し
て
、
一
応
の
し
め
く
く
り
と
し
て
お
こ
う
。
(
叩
山
)
白
・
即
応
ロ
ロ
p
p
T
-
w
d旬・門戸庁、℃℃・九時
N
U
同ロ
ι
ι
ω
に・
な
お
、
ピ
ャ
i
マ
ン
は
、
コ
l
ネ
ル
大
学
の
客
員
救
援
、
s
・
ス
ミ
ッ
ト
の
示
唆
を
う
け
て
、
各
部
門
の
業
績
詐
悩
の
た
め
に
は
市
価
基
準
方
式
と
限
屍
原
価
方
式
の
併
用
、
つ
ま
り
、
供
給
部
門
の
収
益
は
市
価
基
準
を
も
っ
て
、
買
手
部
門
の
費
用
の
算
定
は
供
給
部
門
の
限
界
原
価
を
も
っ
て
評
価
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
自
家
生
産
か
外
註
か
の
決
定
、
最
終
製
品
の
価
格
政
策
、
持
芸
水
準
の
決
J
足
、
資
本
予
算
の
決
定
等
に
関
す
る
デ
シ
ジ
ョ
ン
・
j
l
キ
ン
グ
の
た
め
に
は
限
界
原
価
を
利
用
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
c
(
げ
)
〉
-
H
h
・
ロ
足
立
P
C
]
}
C
F
℃日品・
ド
レ
ビ
γ
は
、
限
界
理
論
に
も
と
づ
く
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
ス
の
決
定
方
式
を
一
一
層
徹
底
せ
し
め
る
こ
と
を
fk
一
目
し
て
、
一
方
で
買
手
部
門
が
限
界
原
価
を
も
っ
て
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
売
手
部
門
が
セ
ー
ル
ス
・
マ
イ
ナ
ス
方
式
を
も
っ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
と
い
う
、
二
重
何
格
制
(
E丘
三
互
口
問
え
=
ニ
E
1
8
5宮
ミ
ロ
自
民
2
ω
)
'
P
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
売
手
部
門
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
ト
ラ
ソ
ス
ブ
7
1
・
プ
ラ
イ
ス
は
、
企
業
全
体
の
限
界
収
益
心
密
着
し
、
買
手
部
門
に
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
は
、
企
業
全
体
の
限
界
原
価
に
密
着
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
各
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
収
入
と
限
界
原
何
と
が
一
致
す
る
と
こ
ん
ま
で
生
産
活
動
を
高
め
よ
う
と
す
る
諸
伏
定
は
、
企
業
全
体
の
利
益
を
極
大
な
ら
し
め
る
た
め
の
諸
炎
源
の
利
川
に
向
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
c
(
同
)
開
・
ω各
自
己
g
E
n
y
?
2
E
e
r
g
rロ
コ
尚
己
E
回
目
同
氏
各
国
u
gお
中
吋
常
次
郎
「
シ
ユ
マ
I
レ
ン
パ
ツ
ハ
の
絡
営
学
説
」
『
現
代
の
経
官
学
説
一
・
現
代
経
営
学
基
礎
講
座
・
第
五
巻
所
収
、
同
「
賞
与
制
分
権
的
経
醤
管
却
」
『
P
・
R
』
第
五
巻
第
九
号
、
矢
島
芯
ぷ
「
分
権
的
経
営
管
理
と
限
界
原
価
」
『
商
学
論
集
』
第
三
十
三
一
巻
第
三
号
参
照
。
n
日
U
H
向
・
間
各
一
回
目
ロ
P
ω
己
5
2
2唱
と
昨
日
記
F
H
H
ハ
-
2
C
E
Rロm
H
H
B
Z
H
H
問
、
呂
町
。
(
却
)
な
お
、
限
界
原
価
を
基
準
と
し
た
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
形
成
を
媒
介
と
し
て
、
分
権
制
の
組
織
原
理
と
企
ヰ
以
内
阪
大
利
潤
の
観
点
か
ら
す
る
集
中
的
管
理
と
の
均
衡
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
じ
関
す
る
、
米
国
と
西
独
と
に
お
け
る
前
川
の
類
似
点
と
と
も
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
相
違
点
も
、
立
た
、
着
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
o
す
な
わ
ち
、
米
国
で
法
、
一
般
的
に
法
あ
く
ま
で
も
個
別
的
な
独
占
体
内
部
の
川
町
理
組
織
の
改
変
と
い
う
面
が
前
面
L
押
出
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
西
独
で
は
、
こ
の
組
織
原
理
が
国
民
経
済
の
い
わ
は
休
制
的
変
革
に
f
で
拡
大
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
中
間
の
道
/
管
理
さ
れ
た
市
場
れ
済
」
の
構
想
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
た
と
レ
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
o
そ
こ
一
い
山
、
両
国
の
資
本
主
分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
久
九
九
分
権
制
と
ト
一
プ
ソ
ス
ブ
ア
1
・
プ
ラ
イ
ス
一0
0
表
の
様
造
土
の
差
異
や
特
質
と
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
独
占
的
企
業
の
経
件
実
践
上
の
問
題
や
危
機
感
に
お
け
る
深
度
の
相
泣
か
、
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
o
l
l
t
西
独
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
構
想
に
つ
い
て
は
、
中
村
常
次
郎
「
シ
ュ
マ
l
v
γ
パ
ツ
ハ
の
自
由
経
済
論
」
「
シ
ュ
マ
i
レ
ン
パ
ツ
ハ
研
究
コ
所
収
、
同
「
自
由
経
済
論
の
再
吟
味
」
『
経
済
学
論
集
一
一
一
第
+
ム
十
三
巻
第
二
号
、
同
「
シ
ュ
マ
!
レ
シ
パ
ツ
ハ
の
経
済
学
説
」
参
照
。
き
き
に
も
触
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、
戦
後
の
技
術
革
新
と
そ
れ
じ
も
と
づ
く
競
争
の
激
化
は
、
一
方
で
は
第
三
期
の
企
業
合
同
運
動
を
、
他
方
で
は
介
権
制
の
一
般
的
普
及
化
を
促
進
し
た
o
し
か
し
、
技
術
革
新
に
貫
か
れ
た
資
本
の
内
的
な
矛
盾
は
、
こ
の
よ
う
な
独
占
の
一
層
の
高
度
化
と
分
権
制
に
よ
る
管
同
組
織
の
革
新
に
も
か
か
わ
ら
、
ず
、
当
然
ヒ
、
商
争
の
一
一
層
の
激
化
と
遺
体
設
備
の
顕
有
化
、
不
況
と
な
っ
て
現
わ
れ
ざ
る
乞
え
な
か
っ
た
。
技
術
革
新
に
も
と
づ
く
設
備
投
資
に
よ
っ
て
上
井
過
程
を
辿
っ
た
景
気
は
、
既
に
五
五
1
六
年
頃
よ
り
反
転
へ
の
萌
し
を
一
不
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
独
占
企
業
の
前
面
に
現
わ
れ
は
じ
め
た
景
気
後
退
と
設
備
遊
休
化
の
重
苦
し
い
空
気
は
、
そ
れ
主
で
有
利
に
適
用
さ
れ
て
き
た
、
市
場
基
準
価
格
方
式
と
分
権
制
の
組
職
的
結
合
に
、
大
き
な
矛
盾
感
を
抱
か
せ
ろ
に
い
た
っ
た
陀
違
い
な
い
。
事
実
、
例
え
ば
、
分
権
制
に
お
け
る
市
価
基
準
方
式
が
、
遊
休
設
備
を
大
-
ぎ
く
す
る
点
で
費
用
の
か
か
る
(
江
)
(
忽
)
営
理
方
法
で
あ
り
、
こ
の
方
式
の
ら
と
に
付
け
る
価
格
調
停
委
員
会
の
調
停
も
、
過
剰
設
備
下
で
は
も
は
や
役
立
ち
え
な
い
と
す
る
危
機
感
が
強
、
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
N
・
A
・
c
-
A
の
調
査
も
、
ま
た
そ
れ
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
論
議
も
、
そ
の
表
面
上
の
意
図
は
と
う
ふ
れ
、
こ
の
よ
う
な
危
機
意
識
に
積
極
的
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
況
〉
(
幻
)
一「・口間口牛《
M
F
C同
)
n
r
・-サ
-
H
M
0
・
〉
・
剛
山
・
]
)
耳
玄
P
C
H
M
・2
戸、
HV
・四回・
と
こ
ろ
で
、
お
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
は
、
分
権
化
さ
れ
た
各
部
門
η
活
動
を
導
く
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
決
定
方
式
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
そ
れ
、
か
、
し
、
は
し
ば
主
張
さ
れ
る
分
権
制
の
理
念
に
合
致
す
る
か
杏
か
と
い
う
よ
う
な
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
技
術
革
新
に
も
と
づ
く
生
産
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
技
術
的
に
も
必
然
化
さ
れ
る
分
権
制
の
組
織
を
、
さ
L
迫
っ
た
不
況
や
過
剰
設
備
の
克
服
に
、
い
か
に
有
効
に
機
能
せ
し
め
る
か
と
い
う
己
と
で
あ
る
c
こ
こ
に
、
そ
れ
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
市
場
基
準
価
格
方
式
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
独
占
的
な
価
格
政
策
な
ら
び
に
操
業
水
準
決
定
に
関
ず
る
限
界
理
請
を
そ
の
理
論
的
前
提
と
し
た
、
分
権
制
の
組
織
と
限
界
原
価
方
式
と
の
接
合
が
提
案
さ
れ
た
古
川
実
の
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
各
部
門
の
同
主
性
を
失
わ
し
め
る
と
の
ク
ッ
ク
の
感
傷
的
な
危
慎
に
表
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
分
権
制
の
組
故
原
理
に
ヨ
リ
強
力
な
資
本
の
論
理
と
専
制
的
支
配
を
貫
き
、
分
権
制
を
し
て
、
独
占
利
潤
の
確
保
と
過
剰
設
備
l
不
況
の
克
服
の
た
め
の
経
営
技
術
と
し
て
の
役
割
を
徹
底
的
に
果
さ
し
め
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
五
結
び
に
か
え
て
以
上
、
わ
た
く
し
は
、
分
権
制
に
お
け
る
最
、
近
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
。
フ
ラ
イ
ス
の
形
成
を
め
ぐ
る
、
一
九
五
主
年
以
後
の
論
争
の
展
聞
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
立
的
危
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
確
立
と
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
ブ
ラ
イ
ス
と
の
い
わ
ば
丹
権
制
を
支
え
る
二
本
の
柱
の
統
一
的
な
把
握
に
お
い
て
、
八
刀
権
制
の
本
質
や
性
格
な
ら
び
に
そ
の
歴
史
的
役
割
が
、
応
、
解
明
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
え
た
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
分
権
制
に
お
け
る
、
高
度
な
権
限
の
分
散
と
い
う
組
織
原
理
の
側
面
と
、
企
業
人
五
体
の
統
一
を
志
向
す
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
の
価
値
某
準
の
側
面
と
の
統
一
は
、
い
わ
ゆ
る
資
本
の
世
術
的
な
も
の
!
生
定
力
的
側
同
と
価
値
的
な
も
の
i
生
産
関
係
的
側
面
の
一
一
重
性
の
統
一
の
具
体
的
な
表
現
と
し
考
え
ら
れ
る
T
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
権
制
は
、
そ
の
組
織
論
的
な
考
察
に
お
い
て
、
よ
く
「
経
営
構
成
員
の
自
由
と
創
意
の
尊
重
に
も
と
づ
く
人
間
性
原
理
1
経
営
民
主
化
」
と
ρ
、
「
経
営
の
怠
志
決
定
と
活
動
の
迅
速
化
H
官
僚
主
義
の
排
除
と
企
業
家
精
神
の
喚
起
を
め
ざ
す
組
織
原
分
権
制
と
ト
ラ
シ
ス
フ
ア
l
・
プ
ラ
イ
ス
。
分
権
制
と
ト
ラ
ソ
ス
ブ
7
1
・
プ
ラ
ス
イ
。
理
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
権
限
委
譲
の
板
限
」
と
か
の
、
極
め
て
一
般
的
か
つ
抽
象
的
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
極
め
て
一
面
的
な
考
察
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、
も
は
や
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
前
節
ま
で
に
考
察
し
た
最
適
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
i
・
プ
ラ
イ
ス
を
め
ぐ
る
論
議
の
推
移
を
顧
み
る
と
き
、
分
権
制
は
、
抽
象
的
な
「
権
岡
山
の
分
散
化
の
極
限
一
や
「
分
権
化
と
集
権
化
と
の
均
衡
」
に
向
っ
て
い
わ
ば
直
線
的
に
反
開
し
て
ゆ
く
も
の
で
は
な
く
、
企
業
の
組
1
q
v
」
ま
れ
た
市
場
経
済
の
構
造
変
化
に
対
応
し
た
経
営
実
践
上
の
問
題
の
中
心
的
課
題
の
推
移
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
与
え
ら
れ
、
資
木
の
論
理
に
従
っ
て
変
化
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
明
瞭
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
(
一
九
六
0
・一
0
・一
O
)
